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平成15年度第2回「総合的な学習の時間」における地学領域指導者講習会

「阿蘇火山中央火口丘とその周辺の地質学習会」

田口清行＊

標記の講習会が平成15年10月25．26日②鮎帰ノ滝．栃木の小山旅館横の展望所よ

(土・日)に，熊本大学の渡辺一徳先生と森林り，玄武岩の鮎帰ノ滝溶岩にかかる滝を眺め

総合研究所の宮縁育夫先生の案内で行われた．この鮎帰ノ滝溶岩は二枚の溶岩流がみら

た．参加者は県外者を含め25名であった．れる．またこれらの溶岩は中央火口丘群の噴

今回の講習会の目的は，阿蘇火山中央火口出物の一部であるといわれているがその噴

丘を中心に巡検しながら，阿蘇火山の成り立出源は不明である．

ちを知り，阿蘇地方の人々と火山の共生につ ③米塚・上米塚．まず阿蘇の風景写真で多

いて学ぶことであった．く取り上げられる美しい米塚を眺めながら，

第一日目スコリア丘とその付け根付近から溶岩流が

①立野火口瀬．南阿蘇大橋より西側を眺め，あったことを聞いた．その後，上米塚に移歎

阿蘇カルデラ唯一の切れ目である立野火口し，道路の設置に伴い削り取られたスコリア

瀬とそれをふさぎカルデラ湖の形成に関与丘内部を近づいて観察した．ゆっくり冷却し

した立野溶岩や赤瀬溶岩の崖を遠望し，観察赤く酸化したスコリアが観察できた．

した．立野溶岩の見事な柱状節理についても④草千里ヶ浜火口．火山博物館周辺で昼食

眺め，その成因についての説明を聞いた．まをとったあと，草千里ヶ浜を横切り，烏帽子

た，この火口瀬は大分一熊本構造線にともな岳の北麓を覆う草千里ケ浜火山の噴出物を

う断層の影響を受けているということであ観察した．赤褐色と黒色の縞状の溶結火砕岩

った．を見ることができた．また，ここからの噴出
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